




Le Moi toujours faisant l'identification  - Sur l'absolument Même 


















































に仕えること、相対的ではなく絶対的〈同〉le Même non pas relativement, mais absolument
であることを本質とする項との関係によって〈他〉が異なっている場合のみsi l’Autre est 
autreである。ある項が関係の出発点として絶対的に留まり得るのは
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享受することである。Mais être chez soi …, c’est vivre de …, jouir de l’élémental.（TI, 157）
　引用箇所の「わが家にある… être chez soi …」という奇妙な記述における「…」は、「…によっ
て生きるvivre de …」の「…」に対応するので、そこには「始原的なものl’élémental」があてはま
る。この「享受」に提供される「始原的なもの」を、レヴィナスは「所有不可能なものnon-

































































享受することである。Mais être chez soi …, c’est vivre de …, jouir de l’élémental.（TI, 157）
　引用箇所の「わが家にある… être chez soi …」という奇妙な記述における「…」は、「…によっ
て生きるvivre de …」の「…」に対応するので、そこには「始原的なものl’élémental」があてはま
る。この「享受」に提供される「始原的なもの」を、レヴィナスは「所有不可能なものnon-












































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0
vivre de …、享受」（TI, 163）において溶解してしまうのでは
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　　●TI：Totalité et infini _Essai sur l’extériorité,Martinus Nijhoff, 1961 ; Livre de poche,1971.
　　　　　・『全体性と無限』（熊野純彦訳）岩波書店、2005年
　　　　　・『全体性と無限　―外部性についての試論―』（合田正人訳）国分社、1998年
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The Meanings and Functions of Aspect and Tense Forms 
of Verbs Expressing Properties
呉　揚　WU, Yang
１　はじめに
　述語の意味的なタイプとしての「特性」とは、「特定の時間にしばられることのない、物にコン
スタントにそなわっている特徴である」（奥田1998a）。「優れる」「馬鹿げる」「ありふれる」「富む」
などの特性動詞については、金田一（1950）の動詞分類では、時間の観念を含まず、終止用法のと
きにいつもシテイル形式をとる「第四種動詞」として位置づけられている。なお、寺村（1984）を
はじめとする多くの研究によって、終止用法のときにシテイル形式、連体用法のときにシタ形式を
とるのが普通であるという特徴が指摘されている。このような指摘は基本的には妥当であるが、筆
者の調査によれば、終止用法の場合ではスル形式（用例a）、連体用法の場合ではシテイル形式も
現れる（用例b）。
　a．先生の言動は常にウィットに富む。（還暦老人ボケ日記）
　b． それは、たびたびの引越しの間に、失われてしまっていたのですが、あれだけは、たしかに
優れている絵だったような気がするのです。（人間失格）
　特性動詞は恒常的な特徴を表し、終止用法のスル形式とシテイル形式、そして連体用法のシタ形
式とシテイル形式はアスペクト・テンス的に対立しえないため、言語活動の中で、これらの形式が
どのように選択されているのかが問題となる。本稿は、特性動詞のアスペクト・テンス形式の意味・
機能を全面的に考察し、この問題を明らかにすることを目標とする。
２　先行研究
　終止用法のシテイル形式とスル形式の関係について論じた研究が見当たらなかったが、連体用法
におけるシタ形式とシテイル形式の使い分けについては、須田（2009）で言及されている。須田（2009）
では、連体形が恒常的にそなわった特徴である「特性」を表す動詞について、以下の５つのタイプ
を提示し、これらの場合ではシタ形式をとるのが普通であると指摘している（用例は須田（2009）
による）。
　
64
同一化し続ける〈自我〉―『全体性と無限』における絶対的〈同〉について―　　田中菜摘
　　　　　・『彼方へ』（合田正人訳）講談社学術文庫、1999年
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